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使用料シミュレーション№３についての
ご意見・ご質問の回答に係る附属資料
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回答①関係 2
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特殊事情

平成前半に拡張（集中投資）され、整備（普及）率が向上
ピーク時は85億円を借入（H12）、その後大きく減少

企業債借入額の推移下水道拡張・普及整備期
億円

＝
施設費の世代間負担

の平準化

実績値 推計値

《企業債の借入について》
・企業債は、「建設改良費」（更新費用）のうち、補助金等の財源を
除いた額を借り入れている。（建設公債主義）

・原則として維持管理費等の支払いに対する借り入れはできない。
・建設改良費の平準化により、借入金も平準化される。

短期間で大きく減少

今後30年間の借入額は、30～40億円
で推移する見込み。
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償還期間10年 償還期間30年

回答①関係 3

特殊事情

平成前半に拡張（集中投資）され、整備（普及）率が向上
平成前半（下水道拡張・普及整備期）の企業債の償還を終えていく

企業債償還金の推移（償還期間 10年・30年比較）

下水道拡張・普及整備期億円

実績値 推計値

耐用年数（50年）＞企業債償還期間（最長30年）
⇒下水道施設の利用期間よりも早く借入金を返済している。

平成前半に借り入れた企業債の償還
を終え、耐用年数と償還期間との差
の期間（20年間）は企業債償還額が
大きく減少する見込み。
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企業債残高10年 企業債残高30年

百万円

回答①関係 4
企業債残高の推移（償還期間 10年・30年比較）

億円

18年度末（10年後）

30年：496億円

10年：令和35年度まで企業債残高が減少。
30年：10年償還に比べて１年あたりの返済額が少なくなることから、令和18年度以降、

企業債残高が増加に転じる見込み。

特 色

実績値 推計値

18年度末（10年後）

10年：366億円
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元利償還金 10年 元利償還金 30年

回答①関係 5
元利償還金の推移（償還期間 10年・30年比較）

億円

実績値 推計値

10年：令和35年度まで減少。
30年：10年償還に比べて支払利息が大きくなることから、将来負担が大きくなる見込み

特 色

借入利率の差が影響し、10年償還の
方が元利償還金の負担が抑えられる。



回答②関係
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R5～急激な上昇

R5～急激な上昇

「毎月勤労統計調査令和５年分結果速報の解説（厚生労働省）を一部引用して加工

政策金利の推移

6

近年の社会情勢が変化



回答⑤関係 7
○企業債残高（水洗化人口１人当たり）の見込（償還期間 10年・30年比較）

万円 水洗化人口１人当たりの比較

推計期間 シミュレーション期間

18年度末
10年：11万3千円

18年度末
30年：15万3千円

10年：令和35年度まで減少し、その後増加に転じる見込み。
30年：10年償還に比べて１年あたりの返済額が少なくなることから、令和18年度以降、

企業債残高が増加に転じる見込み。

特 色


